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　６月８日、永野小学校の学習田で「どろんこ運動会」が開催
され、児童や保護者など約80人が参加しました。
　開会式では、上祐輔・智寛さん親子が「田んぼでどろんこに
なって、正々堂々競技し、日頃の運動不足とストレス発散を目
的に頑張ります」と選手宣誓を行いました。
　児童や保護者は、どろんこジャンプや力を合わせて田おこし、
早苗キャッチなどを行いました。
　児童は、はじめはおそるおそる田んぼに入っていましたが、
次第に慣れ、最後はどろんこまみれになって楽しんでいました。
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町　　内
30㎞圏外

鹿児島市

霧島市

避難対象地区(ＵＰＺ)避難先

虎居地区（海老川・日当瀬・一ツ木・下川口）、

平川地区、白男川地区、泊野地区

宮之城屋地地区、虎居地区（虎居町・東町・西

町・轟原・虎居馬場・西手・上向・上向中・虎

居大角・甫立）、船木地区、山崎地区、久富木

地区、二渡地区

時吉地区、柊野地区、湯田地区の一部（湯之元・

湯田中・湯田上・湯田下）、佐志地区の一部（木

渋・前目・さくら・上寺下・豆漬・布田・あなが

わ・田原）、神子地区の一部（柳野）、柏原地

区、紫尾地区

◆町の原子力防災対策の
　ための計画策定の動き

H25.06.19

H25.07.24～

H25.11.27

H25.12.25

H26.03.08～ 

H26.04.27

H26.06.19

さつま町地域防災計画　
原子力災害対策編　策定
(防災会議)

原子力災害対策編の概要

説明（町政座談会20地区）

原子力災害避難計画策定

避難計画の説明    

(134公民会）

避難計画に関する質問事

項回答（公民会発送）

２広報さつま３ 広報さつま

←

Ｑ　

原
発
再
稼
働
あ
り
き
の
計
画
策

定
で
は
？　

原
発
依
存
度
を
低
減
す

る
方
針
は
な
い
の
？

Ａ　

計
画
は
、
福
島
の
原
子
力
事
故
後

に
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
表
１
参
照
）
の
範
囲
が

示
さ
れ
、
同
時
に
防
災
計
画
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
再
稼
動

に
関
し
て
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
安
全
性
と
防
災
対
策
が
確
認
さ
れ
、

安
全
に
運
転
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

た
施
設
で
あ
れ
ば
運
転
は
止
む
を
得
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
４
月
11
日
、
原

発
を
活
用
す
る
姿
勢
の
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
対
策
が
整
備
さ
れ
、
運
転
の
安
全

性
が
保
証
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転
期
間

（
最
長
40
年
）
は
運
転
を
継
続
す
る
計

画
で
す
。
そ
う
し
な
が
ら
、
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
も

の
）
に
移
行
し
て
い
く
も
の
で
す
。

Ｑ　

避
難
等
に
関
す
る
情
報
は
ど
の

よ
う
に
伝
達
さ
れ
る
の
？

Ａ　

事
故
等
の
状
況
に
応
じ
て
「
屋
内

退
避
」
ま
た
は
「
避
難
・
一
時
移
転
」

の
指
示
が
国
や
町
か
ら
出
さ
れ
ま
す
。

県
・
町
は
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
発
信
手
段
（
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
広
報
車
、
防
災
行
政
無
線
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
）
を
活
用
し

て
、
事
故
の
状
況
、

指
示
や
注
意
事
項

な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ん
へ
必
要
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

Ｑ　

避
難
訓
練
の
予
定
は
あ
る
の
？

Ａ　

避
難
訓
練
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

ま
す
。
町
全
体
を
対
象
と
し
た
訓
練
は

困
難
で
す
が
、
地
域
ご
と
の
訓
練
を
重

視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
自
主

防
災
組
織
で
も
計
画
を
お
願
い
し
ま

す
。
）

Ｑ　

計
画
で
は
風
に
よ
る
影
響
を
想

定
し
て
い
る
の
？

Ａ　

事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
避

難
を
決
定
す
る
地
域
は
、
事
故
の
程
度
、

風
向
、
風
速
な
ど
を
考
慮
し
、
環
境
放

射
線
量
の
拡
散
を
予
測
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。
平
常
時
で
も
、
発
電
所
を
取
り

囲
む
よ
う
に
73
局
の
測
定
局
で
24
時
間

監
視
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

避
難
先
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
で
あ
れ
ば

大
丈
夫
？

Ａ
　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
は
、
福
島
の
事
故
や
国
際

的
な
基
準
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
た
エ

リ
ア
で
、
計
画
策
定
に
用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
本
町
で
は
、
基
本
的
に

こ
の
エ
リ
ア
を
目
安
に
避
難
計
画
を
定

め
て
い
ま
す
。
事
故
の
規
模
や
風
向
き

な
ど
に
よ
り
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
で
も
危
険
な

場
合
に
は
、
国
や
県
と
協
議
の
上
、
更

に
、
他
の
箇
所
に
移
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
段

階
で
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
の
約
21
万
人
の
避

難
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｕ
Ｐ

Ｚ
外
の
避
難
箇
所
ま
で
の
調
整
は
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

児
童
・
生
徒
の
避
難
方
法
は
？

Ａ　

学
校
に
お
け
る
原
子
力
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
手
引
き
）
に
基
づ
き
、
屋

内
退
避
、
保
護
者
引
渡
し
、
そ
れ
が
困

難
な
場
合
に
は
保
護
者
の
避
難
先
（
バ

ス
避
難
集
合
場
所
か
ら
移
動
）
で
の
引

渡
し
な
ど
、
事
故
の
状
況
に
応
じ
た
対

応
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

指
定
さ
れ
た
避
難
先
へ
必
ず
避

難
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

Ａ　

避
難
に
際
し
て
は
、
公
民
会
単
位

を
基
本
に
避
難
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
収
容
人
員
の
関
係
や
、
避
難

後
の
住
民
の
把
握
な
ど
が
困
難
に
な
る

こ
と
か
ら
、
指
定
の
避
難
所
へ
の
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
に
親
戚
等
が
あ
り
、

そ
ち
ら
へ
避
難
さ
れ
る
場
合
は
、
公

　

民
会
長
等
へ
所
在
の
連
絡
を
取
っ
て

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

避
難
計
画
の
地
図
で
は
避
難
先

や
避
難
経
路
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ　

避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
地
図
情

報
に
つ
い
て
は
配
付
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

公
民
会
の
避
難
先
施
設
が
、
複

数
指
定
し
て
あ
る
場
合
の
避
難
は
ど

う
な
る
の
？

Ａ　

避
難
前
後
の
安
否
確
認
、
避
難
後

の
避
難
所
生
活
等
を
考
慮
し
、
公
民
会

で
班
ご
と
に
分
け
る
な
ど
工
夫
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ　

自
力
避
難
が
困
難
な
方
の
避
難

支
援
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ　

要
援
護
者
（
高
齢
者
を
は
じ
め
、

幼
児
や
妊
婦
等
）
は
、
現
在
で
も
支
援

計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
支
援
者
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
要
援
護
者
対
策

は
今
後
も
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設

等
の
避
難
は
、
各
施
設
等
に
お
い
て
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
避
難
計
画
に
基

づ
き
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

町
で
は
、
昨
年
６
月
に
策
定
し
た
原
子
力
災
害
対
策
の
基
本
と
な
る
『
さ

つ
ま
町
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
』
に
基
づ
き
、
原
子
力

災
害
が
起
き
た
場
合
の
初
期
対
応
に
つ
い
て
定
め
る
『
さ
つ
ま
町
原
子
力

災
害
避
難
計
画
』
を
、
鹿
児
島
県
や
避
難
先
自
治
体
の
協
力
を
得
て
昨
年

12
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
以
降
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
町
内
134
の
全
公
民
会
に
お
い
て

概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
際
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に

対
す
る
回
答
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

←

備
え
て

※ＵＰＺ（ユーピーゼット）とは、緊急時防護措置を準備する区域であり、
　原子力発電所を中心として概ね半径５～30㎞の範囲内とする。

原
子
力
災
害
に

原
子
力
災
害
対
策
避
難
計
画
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

【
避
難
計
画
の
策
定
】

【
情
報
提
供
】

【
避
難
訓
練
】

【
環
境
放
射
線
の
監
視
】

【
避
難
方
法
】

※

30Km30Km

表１

※避難計画に定める避難対象区域ＵＰＺ
　（地域防災計画で定めるＵＰＺ）

　さつま町のＵＰＺの範囲は、

　公民会単位で設定しています。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
危
機
管
理
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
５
・
２
２
１
６
）

さつま
広橋Ｉ.Ｃ.
さつま
広橋Ｉ.Ｃ.

※鹿児島県「原子力防災のしおり」引用

20Km

薩摩支所薩摩支所

鶴田支所鶴田支所

虎居

船木

ＵＰＺＵＰＺ



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

優
勝 

町
野
消
防
士
長

県
救
助
技
術
指
導
会

輝
け
文
化
の
祭
典

　
　 

　
in
さ
つ
ま

第
６
回
さ
つ
ま
町
文
化
祭

視
覚
障
害
者
用

　
福
祉
機
器
贈
呈

県
大
会
制
覇

平
川
ソ
フ
ト

　
　
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

地
域
で
見
守
り

　
　 

助
け
合
う

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
研
修
会

歯
を
み
が
こ
う
！

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

４広報さつま５ 広報さつま

　

５
月
10
〜
11
日
に
出
水
市
で
開

催
さ
れ
た
、
県
一
般
選
抜
社
会
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
平
川
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
登
録
）
が
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
県
内
各
支
部

か
ら
選
抜
さ
れ
た
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

21
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
平

川
ク
ラ
ブ
は
、
単
独
で
の
優
勝
は

初
め
て
で
し
た
。

　

今
後
は
、
近
く
開
催
さ
れ
る
、

第
47
回
南
日
本
新
聞
社
杯
ナ
イ
タ

ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
地
区
大

会
を
勝
ち
上
が
り
、
本
大
会
で
上

位
進
出
す
る
た
め
に
、
平
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
う
練
習
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

町
体
育
協
会
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
ほ
か
に
も
様
々
な
専
門
部

（
18
競
技
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
と
体

力
づ
く
り
に
努
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　

５
月
26
日
、
「
平
成
26
年
度
在

宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
民
生
委

員
等
合
同
研
修
会
」
が
薩
摩
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

２
９
２
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
本
町
の
高
齢

化
率
が
36
．
１
％
（
平
成
26
年
６

月
１
日
現
在
）
と
い
う
超
高
齢
社

会
到
来
の
中
で
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世

帯
等
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
で
の
見
守
り
活
動
な
ど
に
よ

り
地
域
で
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
図
ろ
う
と
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
２
８
０
人
を
代
表
し
て
、

求
名
地
区
の
東
千
鶴
子
さ
ん
に
町

長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
活
動
内
容
や
活
動
事
例

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
な
ど
地
域
の
見

守
り
活
動
に
つ
い
て
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
、

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

ぐ
る
み
で
助
け
合
い
の
輪
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
を
構
築
し
、
援
助
を

必
要
と
さ
れ
る
方
へ
の
見
守
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

５
月
30
日
、
日
置
市
東
市
来
町

の
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、
県
内

20
の
消
防
本
部
か
ら
延
べ
４
７
３

人
の
隊
員
が
参
加
し
て
、
第
37
回

鹿
児
島
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
消
防
本
部
か
ら
個
人
種
目
に

４
人
、
団
体
種
目
に
１
チ
ー
ム
３

人
が
出
場
し
、
個
人
種
目
の
ロ
ー

プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
部
で
、
町
野

栄
光
消
防
士
長
が
悲
願
で
あ
っ
た

第
１
位
と
な
り
、
８
月
27
日
に
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
る
第
43
回
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。
当
消
防
本
部
か

ら
は
、
第
38
回
大
会
に
出
場
し
た

村
田
消
防
士
長
に
続
く
快
挙
と
な

り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
に
あ
た
っ
て
町

野
消
防
士
長
は
「
30
歳
で
こ
の
競

技
を
本
格
的
に
始
め
て
か
ら
８
年
、

よ
う
や
く
全
国
大
会
へ
出
場
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
目
標
達
成
の
た
め

に
あ
き
ら
め
ず
努
力
を
積
み
重
ね

る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
消
防

本
部
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
ど
こ
に

も
負
け
な
か
っ
た
結
果
こ
そ
が
、

今
回
の
成
果
に
繋
が
っ
た
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
で

は
小
さ
い
消
防
本
部
で
も
、
何
歳

に
な
っ
て
も
、
『
気
持
ち
が
あ
れ

ば
で
き
る
』
こ
と
を
証
明
で
き
る

よ
う
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。
」
と
力
強
く
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　　　

町
文
化
祭
が
、
５
月
17
日
か
ら

18
日
の
２
日
間
、
宮
之
城
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
は
、
写
真
・
ち
ぎ
り

絵
・
俳
句
・
短
歌
・
装
道
・
陶

芸
・
生
け
花
な
ど
12
団
体
の
数
多

く
の
力
作
が
会
場
を
飾
り
ま
し
た
。

　

芸
能
部
門
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
鶴
田
幼
稚
園
児
と
Ｏ
Ｂ
の
児
童

に
よ
る
エ
イ
サ
ー
に
は
じ
ま
り
、

舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
詩
吟
・
コ
ー
ラ

ス
・
民
謡
・
三
味
線
な
ど
23
団
体

に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
典
の
中
で
は
、
文
化

協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
の

表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
社
会
文
化
功
労
賞

　

（
故
）
迫
静
子
、
上
村
幸
子
、

　
　

轟
原
智
美
子
、
二
宮
ト
エ
、

　
　

水
口
麗
子
、
帖
佐
正
二

○
社
会
文
化
努
力
賞

　
　

原
田
エ
ミ

　

５
月
27
日
、
㈱
鹿
児
島
読
売
テ

レ
ビ
本
社
で
、
視
覚
障
害
者
用
福

祉
機
器
（
音
声
読
み
上
げ
装
置
）

３
台
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
テ
レ
ビ
系
列
局

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
番
組
「
24
時
間

テ
レ
ビ　

愛
は
地
球
を
救
う
」
か

ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
一
般
文
書

や
通
知
文
書
、
印
刷
物
な
ど
の
文

字
を
記
録
し
た
「
音
声
コ
ー
ド
」

を
識
別
し
て
読
み
上
げ
る
機
能
が

付
い
た
携
帯
電
話
と
補
助
ア
ダ
プ

タ
ー
各
３
台
で
す
。

　

役
場
本
庁
・
各
支
所
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。

　

５
月
26
日
、
町
長
室
で
平
成
26

年
春
の
叙
勲
の
伝
達
式
を
行
い
、

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
た
元
鶴

田
町
消
防
団
分
団
長
の
下
大
迫
市

雄
さ
ん
（
75
）
に
町
長
か
ら
勲
記

と
勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
大
迫
さ
ん
は
昭
和
38
年
に
旧

鶴
田
村
消
防
団
に
入
団
以
来
、
38

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
災
害
現
場

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
部
長
や
副
分
団
長
を
歴

任
し
、
平
成
５
年
か
ら
は
旧
鶴
田

町
消
防
団
神
子
分
団
長
と
し
て
、

数
多
く
の
災
害
現
場
に
出
動
す
る

と
と
も
に
、団
員
の
指
導
育
成
、消

防
技
術
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　町では、災害発生直後からの復旧・復興に関

する動きや防災対策をまとめた『災害復興記録

誌第２巻』を作製しました。

研修会の様子

鶴田幼稚園児とＯＢ児童によるエイサー

ロープブリッジ渡過の部で優勝した町野消防士長（左）

受章された下大迫さん（左）

川原颯人さん 贈呈された機器永野直さん上井茉奈さん

優勝した平川ソフトボールクラブの選手

　

５
月
30
日
、
薩
摩
郡
歯
科
医
師

会
管
内
（
薩
摩
川
内
市
の
旧
川
内

市
を
除
く
地
区
及
び
さ
つ
ま
町
）

の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」
図
画
・
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
34
校
か
ら
２
５
４
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
鶴
田
小
学
校
３

年
の
川
原
颯
人
さ
ん
が
銀
賞
、
佐

志
小
学
校
５
年
の
永
野
直
さ
ん
と

求
名
小
学
校
１
年
の
上
井
茉
奈
さ

ん
が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
伝
達
式

下
大
迫
市
雄
さ
ん

下
大
迫
市
雄
さ
ん

受
章
受
章

銀銀銅銅銅銅

＜価　　格＞
＜販売場所＞
　さつま町役場　総務課　秘書広報係
　　　　　　　　鶴田・薩摩支所　総務係

■お問い合わせ先　さつま町役場
　総務課　秘書広報係　☎53-1111（内線2212）

１冊  １,０００円（税込）

第２巻

販売中
鹿児島県北部豪雨災害

　復興記録誌
鹿児島県北部豪雨災害

　復興記録誌

と　

か

え
い
こ
う

は
や
と

な
お

ま　

な



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

奥
薩
摩
・
二
渡
の
ホ
タ
ル
舟

大
盛
況

鹿
国
大
生
も
参
加

柊
野
小
で
運
動
会

町
へ
新
茶
を
贈
呈

茶
生
産
協
会

鮎
３
０
０
０
匹
完
売

鮎
ま
つ
り
大
盛
況

学
校
花
だ
ん
研
修
会

水
耕
栽
培
等
学
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
賞
・

　
　
社
会
体
育

　 

功
労
者
賞
表
彰

町
体
育
協
会

６広報さつま７ 広報さつま

　

６
月
４
日
、
さ
つ
ま
町
茶
生
産

協
会
の
方
々
（
領
家
昭
一
会
長
ほ

か
理
事
３
人
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、

本
町
産
茶
の
Ｐ
Ｒ
と
地
産
地
消
の

た
め
、
新
茶
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
た
お
茶
は
、
会
員
24
人

よ
り
提
供
さ
れ
た
一
番
茶
を
仕
上

げ
た
も
の
で
、
町
へ
の
贈
呈
は
今

年
で
15
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

奥
薩
摩
特
有
の
霧
の
中
で
育
ま

れ
た
本
町
産
の
お
茶
は
、
深
み
の

あ
る
味
わ
い
と
香
り
が
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
有
数
の

優
良
茶
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
お
茶
は
、
来
客
者

用
や
県
外
出
張
時
な
ど
、
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
１
日
、
二
渡
水
辺
公
園
で

川
内
川
漁
業
協
同
組
合
及
び
川
内

川
を
て
ね
ん
す
る
会
主
催
に
よ
る

「
第
８
回
川
内
川
鮎
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮎
ま
つ
り
は
、
鮎
の
解
禁
に
合

わ
せ
、
川
内
川
の
魚
と
身
近
に
ふ

れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
１
匹
50
円
で
販
売

さ
れ
た
鮎
の
塩
焼
き
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
用
意
さ
れ
た
３
，
０
０
０
匹

が
２
時
の
イ
ベ
ン
ト
終
了
を
待
た

ず
に
完
売
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
か
に
の
体
験
放
流
、

う
な
ぎ
・
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取

り
な
ど
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
、
研
修
会
が
白
男
川

小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
町
内
小
・

中
学
校
の
花
だ
ん
作
り
関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
白
男
川
小
学
校
の
酒

匂
和
善
校
長
が
、
学
校
で
行
っ
て

い
る
特
色
あ
る
取
組
（
籾
殻
燻
炭
、

水
耕
栽
培
、
段
ボ
ー
ル
堆
肥
作
り

な
ど
）
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
薩
地
域
振
興
局
技
術

専
門
員
の
南
公
宗
氏
か
ら
、
専
門

家
の
視
点
で
の
土
づ
く
り
や
花
の

種
類
や
植
え
方
、
植
物
の
特
性
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
状

況
や
環
境
に
合
っ
た
形
で
の
特
色

あ
る
花
だ
ん
作
り
が
展
開
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

６
月
５
日
、
さ
つ
ま
町
体
育
協

会
総
会
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度

に
活
躍
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
目
的
と
し
て
、
各
種
大
会

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

ら
れ
た
方
や
社
会
体
育
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。
（
敬
称
略
。
学
校

は
、
平
成
25
年
度
現
在
で
す
。
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
個
人
】
17
名

☆
早
﨑　

光
（
鹿
児
島
大
学
・
陸

上
）
☆
永
吉
百
恵
（
神
村
学
園
高

等
部
・
陸
上
）
☆
玉
利
健
志
（
出

水
中
央
高
校
・
陸
上
）
☆
大
園
裕

太
（
樟
南
高
校
・
陸
上
）
☆
飛
松

春
香
（
神
村
学
園
高
等
部
・
陸

上
）
☆
田
中
洸
成
（
鶴
田
中
・
陸

上
）
☆
下
境
田
桃
香
（
薩
摩
中
・

陸
上
）
☆
甫
立
大
地
（
柏
原
小
・

陸
上
）
☆
中
須
瑠
菜
（
盈
進
小
・

陸
上
）
☆
西　

綾
澄
（
鹿
児
島
商

業
高
校
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
☆

西　

唯
吹
（
宮
之
城
中
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）
☆
田
代
真
輝
（
同
）
☆

古
田
康
洋
（
宮
之
城
中
教
諭
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
☆
阿
久
根
千
尋

（
西
南
女
学
院
大
学
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
）
☆
冨
松
裕
太
郎
（
宮

之
城
中
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

☆
笹
原
愛
夏
（
鶴
田
小
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
）
☆
富
園
真
伍
（
霧
島
高

校
・
馬
術
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
団
体
】
１
団
体

☆
宮
之
城
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
社
会
体
育
功
労
者
賞
】
２
名

☆
島
﨑
秋
男
（
求
名
支
部
）　

☆
田
中
俊
德
（
時
吉
支
部
）

表彰を受けられた皆さん

　

５
月
25
日
、
第
68
回
ふ
る
さ
と

大
運
動
会
が
柊
野
小
学
校
で
開
催

さ
れ
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多

く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
11
人
が
、
元
気
一
杯

迫
力
あ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
を
披
露
し
、

会
場
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
鹿
児
島
国
際
大
学
の
学

生
25
人
（
教
職
希
望
者
）
が
運
動

会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
、

ま
た
競
技
に
も
参
加
し
て
児
童
や

区
民
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
国
際
大
学
の
田
中
誠
一

郎
さ
ん
は
、
「
子
供
た
ち
の
持
つ

パ
ワ
ー
を
感
じ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
ほ
う
が
子
供
た
ち
か

ら
逆
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

全員揃って、はいチーズ‼

感謝状を手にする竪山さん

無数のホタルの乱舞（奥薩摩のホタル舟）

領家会長より新茶が贈呈されました

遊覧船で食べる黒毛和牛たけのこ丼は格別

　総務大臣から行政相談委員に委嘱されて

いる求名在住の竪山修啓さん（薩摩地区担

当）が、総務省鹿児島行政評価事務所長か

ら感謝状を受けられました。

　これは、長年にわたり行政相談委員とし

て、広く行政に対する苦情や意見・要望を

聞き、公平で中

立な立場から住

民の良き相談相

手となって、住

民の福祉の向上

と行政運営の改

善に努めてこら

れた功績が認め

られたものです。

大人気の鮎の塩焼きコーナー

水耕栽培の説明をする酒匂校長（中央）

　

５
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
奥
薩
摩
の
ホ
タ
ル
舟
が
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
手
に
よ
り
運
航
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
多
く
の
ホ
タ
ル
の
光
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
ホ
タ
ル
が
特
に
増
え
「
水
害
以
前
の
状
況
に
ま
で
回
復
し

て
い
る
の
で
は
？
」
と
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

年
々
、
口
コ
ミ
等
に
よ
り
全
国
各
地
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

増
え
て
お
り
、
予
約
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
数
日
で
予
約
が
い

っ
ぱ
い
に
な
る
中
、
乗
船
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は
、
「
こ
ん
な

に
多
く
の
ホ
タ
ル
の
光
を
観
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
！
」

「
来
て
よ
か
っ
た
‼
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。　

同
じ
く
、
５
月
17
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
二
渡
水
辺
公

園
を
発
着
場
と
し
て
、
11
年
目
の
二
渡
ホ
タ
ル
舟
運
航
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
航
初
日
は
、
毎
年
恒
例
の
鮎
の
塩
焼
き
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
等
が
行
わ
れ
、
お
客
様
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

初
日
か
ら
昨
年
の
ピ
ー
ク
を
上
回
る
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
い
、
幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
光
に
乗
船

者
も
圧
倒
さ
れ
、「
今
夜
夢
に
も
（
ホ
タ
ル
が
）

出
て
き
そ
う
！
」
と
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
、
ホ
タ
ル
舟
出
航

前
に
ご
当
地
丼
「
黒
毛
和
牛
た
け
の
こ
丼
」
付

き
の
遊
覧
船
に
も
取

り
組
み
、
多
く
の
乗

船
者
が
川
内
川
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら

ご
当
地
丼
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

行政相談功労者を表彰

※
表
彰
要
件
は
、
県
大
会
で
優
勝
し
た

者
、
九
州
大
会
及
び
全
国
大
会
で
入
賞

し
た
者
、
県
代
表
と
し
て
選
抜
さ
れ
た

者
、
体
育
協
会
長
が
特
に
認
め
た
者
、

社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献
し
一
定
の
要

件
を
満
た
す
者
な
ど
で
す
。

※黒毛和牛たけのこ丼は
　菜々小町さんより提供

のぶひろ

も
み
が
ら
く
ん
た
ん



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修

郷
土
を
担
う

 
「
さ
つ
ま
っ
子
」
を
育
成

マ
ン
ゴ
ー
を
味
わ
う

中
津
川
小
交
流
給
食

川
薩
春
季
畜
産

　
共
進
会
開
催
さ
れ
る

徳
重
さ
ん

　
最
優
秀
１
席

《個人成績》（最優秀上位入賞牛のみ）

取　引　内　容 期　間

８日間

８日間

８日間

20日間

20日間

電話勧誘販売

連鎖販売取引(マルチ商法)

訪問販売(キャッチセールス、アポイントメ
ントセールス、SF商法【催眠商法】を含む）

業務提供誘引販売取引
(内職商法、モニター商法)

特定継続的役務提供
(エステ、語学教室、学習塾、家庭教師、
パソコン教室、結婚相手紹介サービス)

○
　
○
　
○
　
○
　
　

52　

●
　
●
　
●
　
会
社

　
　
　
　
代
表
者
　
殿

※期間の起算日は法定の契約書面等の交付された日になります。

※はがきの記入例（両面ともコピーして保管しましょう）

※クレジットを利用している場合には、クレジット
　会社にも同様の通知を出してください。

契約解除通知
契約年月日
商　品　名
価　　　格
担 当 者 名

上記日付の全ての契約を
解除します。
　　
    平成　年　月　日
住所
氏名　　　　　　　印
　　（契約当事者署名）

   種　　目 名　 号 出品者 成　 績

肉用牛 若雌１部　なつみの１号 徳重　真生　最優秀１席

肉用牛 若雌１部　かつみ４２号 徳重　真生  最優秀２席

肉用牛 若雌１部　な   お　 号 羽子田ひとみ  最優秀４席

肉用牛 若雌１部　としこふく２号 徳重　真生　最優秀６席

肉用牛 若雌２部　さ く ら  号 徳重　真生　最優秀３席

肉用牛 若雌３部　ひめゆり１の２号 上　　典幸　最優秀２席

８広報さつま９ 広報さつま

　

５
月
17
日
、
鶴
田
武
道
館
で
さ

つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾
の
開
講

式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

（
町
内
の
小
・
中
学
生
46
人
）
は
、

塾
生
と
し
て
県
・
町
内
各
地
で
１

年
間
様
々
な
体
験
を
異
年
齢
集
団

の
中
で
行
い
、
自
主
性
や
忍
耐
力

を
高
め
、
明
日
の
郷
土
を
担
う

「
さ
つ
ま
っ
子
」
と
な
る
べ
く
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

　

舟
倉
朱
梨
さ
ん
（
鶴
田
中
１

年
）
は
「
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
人

と
仲
よ
く
な
り
、
お
互
い
に
協
力

し
合
い
、助
け
合
い
な
が
ら
、た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
７
日
か
ら
８
日
に

わ
た
り
、
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
さ
つ
ま
町
子
ど
も
会
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
泊
野
・
中
津

川
区
子
ど
も
会
育
成
会
と
さ
つ
ま

町
青
年
団
の
協
力
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
（
町
内
の
小
・
中

学
生
36
人
）
は
、
今
回
の
研
修
を

通
し
て
、
子
ど
も
会
の
意
義
や
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
、
活
動

の
計
画
の
立
て
方
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

協
力
い
た
だ
い
た
育
成
者
は
、

「
出
発
の
時
と
帰
り
で
は
子
ど
も

た
ち
の
表
情
が
全
然
違
っ
て
見
え

る
。
こ
の
よ
う
な
研
修
を
今
後
も

続
け
て
い
け
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
生
の
声

「
自
分
の
や
る
べ
き
事
を
考
え
、

安
全
に
気
を
つ
け
み
ん
な
で
協
力

し
活
動
が
出
来
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
倍
以
上
楽
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
」

（
盈
進
小
６
年　

登
尾
彩
加
）

　

６
月
10
日
、

中
津
川
小
学
校

で
５
・
６
年
生

８
人
を
対
象
に
、

マ
ン
ゴ
ー
生
産
者
と
の

交
流
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
で
獲
れ
た
物
を

本
町
に
住
ん
で
い
る
人
に
食
べ
て

も
ら
い
、
も
っ
と
も
っ
と
さ
つ
ま

町
に
興
味
を
持
ち
好
き
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
の
目
的
で
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

給
食
前
の
授
業
で
は
、
北
さ
つ

ま
農
業
協
同
組
合
マ
ン
ゴ
ー
部
会

の
祝
迫
直
人
部
会
長
が
、
マ
ン
ゴ

ー
の
歴
史
や
栽
培
方
法
、
美
肌
効

果
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
写

真
等
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、
マ
ン
ゴ
ー
栽
培

の
大
変
な
所
や
今
年
の
収
穫
量
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ン
ゴ
ー
の
試
食
も
行

わ
れ
、
児
童
は
、
「
甘
く
て
美
味

し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
祝
迫
さ
ん
と
一
緒
に

交
流
給
食
を
行
い
、
児
童
ら
は
マ

ン
ゴ
ー
ポ
ン
チ
（
薩
摩
地
区
の
４

校
で
も
提
供
）
を
食
べ
ま
し
た
。

　　

５
月
21
日
、
薩
摩
中
央
家
畜
市

場
に
お
い
て
、
「
平
成
26
年
度
川

薩
春
季
畜
産
共
進
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
共
進
会
は
、

川
薩
の
８
地
区
か
ら
肉
用
牛
79
頭

の
出
品
が
あ
り
、
本
町
か
ら
は
４

月
に
３
地
区
毎
に
開
催
さ
れ
た
春

季
畜
産
共
進
会
を
勝
ち
抜
い
た
32

頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
で
は
、
肉
用
牛
改
良
の

重
点
項
目
で
あ
る
体
型
面
と
管
理

面
の
改
善
点
に
つ
い
て
審
査
が
行

わ
れ
、
肉
用
牛
若
雌
１
部
で
山
崎

地
区
の
徳
重
真
生
さ
ん
の
「
な
つ

み
の
１
号
」
が
最
優
秀
１
席
に
輝

き
ま
し
た
。

　

個
人
成
績
（
本
町
関
係
上
位
入

賞
牛
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　６月15日、宮之城ひまわり館で、平成26年度生涯学習講

座合同開講式が受講生約100人の出席で開催されました。

「歴史教室」「ささ福かざり（さげもん）」「郷土料理」

など12講座が開講され、これから来年１月にかけて活動が

行われることになります。

　また、開講式では、宮之城歴史資料センターの佐藤真人

学芸員が「郷愁の私小説家―古木鐵太郎―没後60年を迎え

て」と題して、本町出身の作家古木鐵太郎の作品や当時の

作家との交流について講演されました。

　生涯において学び続けることは、生きがいづくりや心の

健康にも繋がる面もあります。余暇の楽しい活動や自己実

現に向けて、身近なところからでも色々な学習に取り組ん

でみましょう。

　６月20日、町長室で、今年度から事業開始となった
「周辺地域等移住定住促進補助金」の第１号の交付決定者
に対し、交付式が行われました。
　式には、熊本市から佐志地区に移住し住宅を建設された、
馬渡さんご家族が出席され、日髙町長から補助金交付決定
通知書が渡されました。
　この補助金制度は、人口増加や地域の均衡ある発展のた
めに町外からの転入または市街地から周辺部に転居された
方を対象に、平成26年４月から平成29年３月末までに住
宅を建設・購入・リフォーム（リフォームは町外からの転
入のみ）した経費の一部を補助するものです。住宅建設の
場合、最高160万円の補助金が支給されます。
　制度の詳細につきましては、広報さつま５月号に掲載し
ておりますので、ご覧ください。

最優秀１席に輝いた「なつみの１号」と徳重さん（右）

活動終了後、晴れやかな顔での集合写真

マンゴーを味わう児童

合
同
開
講
式
の
様
子

日
髙
町
長
か
ら
交
付
決
定
通
知
書

を
受
け
取
る
馬
渡
さ
ん
（
右
）

　
消
費
者
が
い
っ
た
ん
契
約
を
し
て

も
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
一

定
期
間
は
、
冷
静
に
考
え
た
結
果
必

要
が
な
い
と
考
え
た
場
合
に
は
、
一

方
的
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

・
乗
用
自
動
車
　

・
葬
儀

・
化
粧
品
や
健
康
食
品
、
配
置
薬
な
ど

　
の
消
耗
品
を
自
ら
開
封
し
た
も
の

・
３
，
０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引

●
さ
つ
ま
町
で
こ
ん
な
相
談
、
情
報

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。（
４
月
～
６
月
）

・
訪
問
販
売
（
健
康
器
具
、
シ
ロ
ア

　
リ
工
事
、
太
陽
熱
温
水
器
、
消
火

　
器
、
食
料
品
、
置
き
薬
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
の

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
不
当
請
求

・
特
殊
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
な
電

　
話
な
ど

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
窓
口
　

　
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
１
）

第２回

ク
ー
リ
ン
グ
・

　
オ
フ
制
度
と
は

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

知って
 得する

平成26年度生涯学習講座を開講補助金交付決定者第１号
周辺地域等移住定住促進補助金

◆
特
定
商
取
引
法
に
よ
る

　
　
　
　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

■
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

　
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

　
オ
フ
で
き
な
い
も
の
の
例

◆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き

　
必
ず
書
面
で
行
い
ま
し
ょ
う
（
特
定

記
録
郵
便
、
ま
た
は
簡
易
書
留
で
送
り
、

控
え
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

あ
か
り

こ   き   てつたろう
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今の時代にとっくに忘れさられ
た人を思いやる心、悪に立ち向
かっていく勇気、けなげな少女
の生き様が、じんわりとした温
かみを醸成する、極上の葉室エ
ンターテインメント。

「アン」と花子の不思議と似ている
点について紹介しながら、花子の生
涯を紹介しています。『赤毛のア
ン』を読んだ人も、これから読む人
にも楽しめる物語になっています。

まじょ子と黒ネコの
　　ケーキやさん

藤 真知子 作
ゆーち みえこ 絵

（ポプラ社）

子供とペットと
 スッキリ暮らす 掃除術　
　 東さんちのアイデア50全部見せ

東 いづみ 著
（KADOKAWA/メディアファクトリー）

トッキュウジャー
　　かぞく

のぶみ 作 

（講談社）

螢　草 『赤毛のアン』と花子
　　翻訳家・村岡花子の物語

【鶴田中央公民館図書室】 【こども図書館】

【屋地楽習館図書室】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館          ☎57-1202

　　　　　　　　　・屋地楽習館図書室　      ☎53-1994    　　　　・鶴田中央公民館図書室　☎59-2022（代表）

新着本新着本

　

平
川
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
児
童
・
保
護
者
・

地
域
の
方
々
・
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
「
餅
米

作
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
種
ま
き
に
始

ま
り
、
代
か
き
・
田
植
え
・
田
の
草
取
り
・
か

か
し
作
り
・
稲
刈
り
・
脱
穀
と
続
き
ま
す
。
そ

の
後
は
、
収
穫
し
た
米
を
使
っ
て
、
餅
つ
き
、

平
川
郷
祭
で
の
焼
き
餅
販
売
、
し
ん
こ
団
子
・

ぼ
た
餅
・
あ
く
ま
き
作
り
と
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
み
に
し
て
い
る
活
動
が
続
い
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
だ
け
の
力
で
は
な
か
な
か
難
し
い
種
も

み
の
準
備
・
田
起
こ
し
・
草
払
い
な
ど
は
地
域

の
方
々
の
力
を
借
り
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
子
ど
も
た
ち
が
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

つ
な
が
り
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

普
段
の
教
室
の

中
で
の
学
習
で

は
、
な
か
な
か

経
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
伝

統
的
な
技
術
や

技
能
な
ど
を
直

接
体
験
で
き
る

貴
重
な
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
稲
刈
り
の
際
に
は
、
稲
の
茎

を
上
手
に
切
り
、
わ
ら
を
上
手
に
使
い
、
束
ね

方
を
教
え
て
い
る
５
・
６
年
生
の
姿
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
や
成
長
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

  

今
後
も
、
支
え
て
く
れ
る
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
額
に
汗
し
て
働
く
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
、
昔
の
人
の
大
変
さ
や
ふ
る
さ
と
を

知
る
機
会
を
大
切
に
し
て
、
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

鶴
田
小
学
校
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色

あ
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
運
動

会
で
披
露
す
る｢

棒
踊
り｣

の
ほ
か
、「
メ
ダ
カ
の

学
校
」
「
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
」
「
卒
業

証
書
製
作
」
「
門
松
製
作
」
「
椎
茸
栽
培｣

等
。

ま
た
、
学
校
周
辺
に
あ
る｢

筍｣

や｢

梅｣

は
季
節

を
告
げ
る
教
材
で
す
。
伝
統
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
集
団
登
校
と
毎
朝
行
わ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
登
校
指
導
で
す
。
交
通
安
全
と
あ
い
さ
つ
運

動
を
兼
ね
て
15
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
上
級
生

が
下
級
生
の
面
倒
を
み
る
縦
の
活
動
に
つ
な
が

り
、
歩
い
て
登
校
す
る
児
童
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

①
９
月
、
棒
踊
り
保
存
会
の
方
の
指
導
を
受
け
、

５
・
６
年
の
児

童
は
、
汗
び
っ

し
ょ
り
に
な
り

な
が
ら
、
棒
踊

り
の
練
習
に
励

み
ま
す
。
棒
は

六
尺
と
三
尺
の

２
種
類
が
あ
っ

て
、
動
き
を
揃

え
る
の
が
難
し

い
で
す
。
リ
ハ

ー
サ
ル
の
と
き
、

初
め
て
衣
装
を

着
る
の
で
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

②
学
習
発
表

会
で
は
、
鶴

田
幼
稚
園
児

も
参
加
し
て
、

全

員

で

群

読
・
合
唱
を

し
ま
す
。
短

い
練
習
時
間

を
補
う
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の

学
年
の
パ
ー

ト
を
事
前
に

し
っ
か
り
と

覚
え
て
き
ま
す
。

③
毎
年
12
月
に
な
る
と
、
野
元
政
志
さ
ん
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
卒
業
証
書
に
な
る
鶴
田
和

紙
の
製
作
が
あ
り
ま
す
。

教
育
活
動
の
紹
介
⑧

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
校
区
の
特
色
や
児
童
生
徒
の
実
態
、
教
師

や
保
護
者
・
地
域
の
思
い
・
願
い
等
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
を
す
こ
や
か

に
育
て
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

学
校
が
元
気
！

平
川
小
学
校

鶴
田
小
学
校

「
地
域
に
根
ざ
し
、
特
色
あ
る

　
　
　
　

  

教
育
活
動
の
展
開
」

「
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て

　
　
　

米
づ
く
り
体
験
活
動
」

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!

　毎年、小玉益生様から屋地楽習館図書室に対し、自然科学関連の

図書を寄贈していただいています。今年も48冊の本をいただき、

「小玉文庫」として開架しました。調べ学習の参考などにぜひ御利

用ください！もうすぐ夏休みです。自由研究の参考にもどうぞ★

　調べ学習用の図書や自由研究に役立つ本は、毎年、夏休みの後

半になると貸出がとても多くなります。読みたい本が貸出中で利

用できないこともありますので、早めに御利用ください。

　また、次の貸出予約が入っていることもありますので、読み終

わりましたら早めに返却してください。

　皆様の御協力をよろしくお願いします。

　もうすぐ夏休み。今年も夏の

「お話の部屋スペシャル」を開催します！

夏にピッタリのお話を準備してお待ちして

おります。ぜひお越しください！！

海の宝石‐
　 JEWELS   OF
 　　　THE   SEA

細谷 克子 著

（小学館スクウェア）

葉室　麟 著（双葉社）

村岡 恵理 著（学研教育出版）

「小玉文庫」今年も寄贈
　 いただきました！

日 時：８月９日（土）午前10時～（１時間程度）

会 場：屋地楽習館　

内 容：大型絵本や紙しばい、パネルシアターなど。

　　　楽しいお話がいっぱいです！

イベントのお知らせ

　

昔
な
が
ら
の
足
踏
み
脱
穀

▲

③
鶴
田
和
紙
の
卒
業
証
書
製
作

▲

偏らないように紙を漉くのが難しか
ったです。多くの工程がある分、長
持ちする和紙です。自分で漉いた和
紙が卒業証書になるので楽しみです。

▲

①
郷
土
芸
能
「
浅
山
棒
踊
り
」

▲

大
変
な
田
の
草
取
り

▲

種
ま
き
も
自
分
た
ち
で

▲

代
か
き
は
平
ら
に
な
る
よ
う
に

▲

力
を
合
わ
せ
て
餅
つ
き

▲②小学生と園児による合唱

 ｢世界がひとつになるまで｣

ひがし
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児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
医
療
費
助
成
制
度

鹿
児
島
県
中
央
児
童

相
談
所
か
ら
の
お
願
い

12広報さつま13 広報さつま

紫尾神興寺跡の六地蔵塔一ッ木の六地蔵塔

荒瀬の六地蔵塔

健
康
さ
つ
ま
21　

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
、

慢
性
的
に
た
ん
ぱ
く
尿
が
あ
る
か
、

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
正
常
時
の

60
％
未
満
に
な
っ
た
状
態
を
言
い
ま

す
。

　

さ
つ
ま
町
で
も
Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
原
因
で

人
工
透
析
が
必
要
な
腎
不
全
ま
で
進

行
し
て
し
ま
う
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
脳
卒
中
や
心
血
管
疾
患
を
発

症
す
る
危
険
性
も
高
く
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
、
患
者
を
増
加
さ
せ
て
い
る
原
因

で
も
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
が
進
行
す
る
と
、
夜

間
尿
、
む
く
み
、
貧
血
、
倦
怠
感
、

息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
自
覚

さ
れ
る
時
は
、
す
で
に
慢
性
腎
臓
病

が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
場
合
が
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
て
い
る
だ

け
で
は
早
期
発
見
は
難
し
い
と
い
え

ま
す
。

　

今
回
は
、
町
内
に
遺
さ
れ
た
六
地
蔵
塔

と
い
う
石
造
物
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
石
塔
に
刻
ま
れ
て
い
る
六
地
蔵
は

地
蔵
菩
薩
の
事
で
、
平
安
時
代
の
頃
に
は

そ
の
信
仰
が
始
ま
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
地
蔵
菩
薩
は
地
獄
界
・
餓
鬼
界
・
畜

生
界
・
修
羅
界
・
人
間
界
・
天
界
の
六
つ

の
世
界
で
迷
い
苦
し
む
人
々
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
界
で
救
う
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

町
内
に
も
多
く
の
六
地
蔵
塔
が
遺
さ
れ

て
お
り
、
人
々
に
深
く
信
仰
さ
れ
て
い
た

事
が
分
か
り
ま
す
。
町
内
の
六
地
蔵
塔
で

町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る

も
の
に
は
、
荒
瀬
の
六
地
蔵
塔

（
延
徳
二
年
…
１
４
９
０
年
）

と
一
ツ
木
の
六
地
蔵
塔
（
永
禄

十
二
年
…
１
５
６
９
年
）
、
紫

尾
神
興
寺
跡
の
六
地
蔵
塔
（
文

安
二
年
…
１
４
４
５
年
）
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
室
町
時
代

か
ら
戦
国
時
代
の
戦
乱
の
時
期

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ

れ
ら
以
外
に
江
戸
時
代
以
降
に

作
ら
れ
た
も
の
も
数
多
く
存
在

し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
六
地
蔵
塔
は
当
時

の
人
々
の
不
安
定
な
暮
ら
し
の

中
で
、
仏
に
よ
る
救
い
を
求
め

る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
た
な
国
民
病
　

　
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
を
予
防
し
よ
う

成
人
の
８
人
に
１
人
（
１
３
３
０
万
人
）
が
か
か
る

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係
（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
初
期
症
状

Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
進
行
す
る
に

　
　
　
つ
れ
現
れ
る
症
状

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
ら
な
い
た
め
に

１
．
生
活
習
慣
の
改
善

　

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

★
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
肥
満
予
防

★
減
塩
で
、
高
血
圧
を
予
防

★
適
度
な
運
動

★
禁
煙

★
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る

２
．
定
期
的
に
、
健
康
診
断
を
受
け

よ
う

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
に
は
、
尿
検

査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
血
液

検
査
で
腎
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
特
に
尿
た
ん
ぱ
く

陽
性
の
方
と
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

値
が
高
い
方
は
要
注
意
で
す
。

　

健
診
は
、
受
け
た
後
が
大
切
で
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
健
康
は
自
分
で
つ

く
る
も
の
」
と
意
識
し
、
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑭

よかとこ
再 発 見

６月子牛せり市結果　期日：６月11日(水)～12日(木） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 244 138,579,000 1,021,000 567,947 284

307

297

570,079

569,209

801,000

1,021,000

201,808,000

340,387,000

354

598

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対５月分）

  7,131円高値

  19,593円安値

　  7,697円安値

■
対
象
者

○
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

　

父
子
家
庭
・
母
子
家
庭
と
な

　

っ
た
方

○
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
と
も

　

に
し
て
い
な
い
児
童
の
父
ま

　

た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

　

童
を
養
育
し
て
い
る
方

○
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害

　

の
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童

　

（
18
歳
以
下
ま
た
は
20
歳
未

　

満
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児

　

童
）
を
養
育
し
て
い
る
方

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
方
な
ど
に
は
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

■
８
月
は
現
況
届
の
時
期
で
す

　

該
当
者
に
つ
い
て
は
、
８
月

が
現
況
届
の
時
期
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
封
書
で
通
知
い
た
し

ま
す
の
で
、
指
定
の
期
日
内
に

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
１
月
当
た
り
の
支
給
額

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

・
全
部
支
給（
４
１
，
０
２
０
円
）

・
一
部
支
給（
９
，
６
８
０
円

　

〜
４
１
，
０
１
０
円
）

■
対
象
者

○
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

　

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

　

育
す
る
父
も
し
く
は
母
ま
た

　

は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

　

童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
障
害
を
事
由
に
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

■
１
月
当
た
り
の
支
給
額

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

・
１
級
（
４
９
，
９
０
０
円
）

・
２
級
（
３
３
，
２
３
０
円
）

■
制
度
の
概
要　

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
が
18

歳
以
下
の
子
を
養
育
し
て
い
る

場
合
、
ま
た
は
父
母
の
い
な
い

18
歳
以
下
の
子
に
対
し
、
健
康

保
険
給
付
の
高
額
療
療
費
と
付

加
給
付
を
除
い
た
自
己
負
担
分

に
対
し
て
助
成
す
る
制
度
で
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
「
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
資

格
者
」
の
登
録
を
事
前
に
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
８
月
は
現
況
届
の
時
期
で
す

　

該
当
者
に
つ
い
て
は
、
８
月

が
現
況
届
の
時
期
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
封
書
で
通
知
い
た
し

ま
す
の
で
、
指
定
の
期
日
内
に

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
所
得
制
度
が
あ
り
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

（
内
線
２
１
３
３
・
２
１
３
６
）

・
鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係

（
内
線
４
１
１
４
・
４
１
１
５
）

・
薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係

（
内
線
６
１
２
２
・
６
１
２
４
）

　

児
童
の
療
育
手
帳
の
判
定
及

び
知
的
障
害
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
診
断
書
作
成
の
た
め
の

診
察
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
と
お

願
い
で
す
。

■
予
約
が
必
要
で
す
　

　

療
育
手
帳
の
新
規
判
定
及
び

更
新
に
つ
い
て
は
、
予
約
が
な

け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
知
的
障
害
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
診
断
書
作
成
の

た
め
の
医
師
の
診
察
は
、
毎
月

第
１
週
か
ら
４
週
の
木
曜
日
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
判
定
及
び
受
診
希
望
の

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
９（
２
６
４
）３
０
０
３

　町では、『霊峰「紫尾山」に抱かれたさつま町の森林づくりによるエコ

プロジェクト』として、町有林の間伐を行い、３２５ｔ分の二酸化炭素吸

収量の認証を受け、次の事業所にその一部を購入して頂きました。

　この販売代金につきましては、今後、物産館の室内灯や外灯、防犯灯の

ＬＥＤ化など地球温暖化対策に活用します。

　なお、「かごしまエコファンド制度」は事業者等が自ら削減できない二

酸化炭素排出量分を、間伐等の森林整備による削減活動に投資することに

よりその埋め合わせをする仕組みです。

かごしまエコファンド制度の取組状況

※ 詳しくは、かごしまエコファンドのホームページ　　

　　（http://kagoshima-ecofund.jp）か、　　　　　　　     

  　 耕地林業課林業振興係（内線2432）までお問い合わせください。

・株式会社　フォレステック

・鹿児島県防水工事業協同組合

が

き

ち

く

し
ゅ
ら

し
ょ
う



今
月
の
納
税
な
ど

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

健
康
診
査
日
程
【
７
・
８
月
分
】

心
配
ご
と
相
談
所

保
険
証
の
更
新
を

　
　
　
　
　
行
い
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

税
に
関
す
る

　
高
校
生
の
作
文
募
集

免
除
制
度
を

　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

７
月
は

「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
運
動
」
強
調
月
間
で
す

さ
つ
ま
町
夏
ま
つ
り

　
手
踊
り
の
参
加
者
募
集

第
17
回
水
辺
の
楽
校

　
さ
つ
ま
龍
舟
祭

　
出
場
チ
ー
ム
募
集
‼

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
７
月
～

第
２
土
曜
日
の
年
金
相
談
は

完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す

14広報さつま15 広報さつま

■
２
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い

ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
被

保
険
者
の
皆
様
の
医
療
費
の
動

向
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年
ご
と

に
保
険
料
率
の
見
直
し
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
様
が
安
心
し

て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率

を
、
表
１
の
と
お
り
改
定
い
た

し
ま
す
。

■
保
険
料
率
改
定
の
要
因

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
保
険

給
付
費
の
増
加
（
平
成
26
・
27

年
度
平
均
１
．
25
％
増
見
込
）

や
、
少
子
化
に
伴
う
現
役
世
代

か
ら
の
支
援
金
の
減
少
に
よ
る

後
期
高
齢
者
負
担
率
の
増
（
０
．

22
％
増
）
等
に
よ
り
、
被
保
険

者
が
保
険
料
と
し
て
負
担
す
る

必
要
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
平
成
25
年
度

の
剰
余
金
見
込
の
全
額
活
用
と

積
み
立
て
て
い
る
基
金
を
最
大

限
活
用
し
て
保
険
料
率
の
増
加

の
抑
制
を
行
い
ま
し
た
が
、
保

険
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
保
険
料
率
の
改
定
に

つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　

・
税
務
課　

町
民
税
係　
　

　

（
内
線
２
１
１
２
）
ま
た
は

・
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合　

業
務
課
保
険
料
班

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
２
９

　

国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校

生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は
、
自
分
や
家
族
の
体
験
を
通

し
て
、
税
に
つ
い
て
自
分
が
考

え
た
こ
と
な
ど
、税
に
関
す
る
こ

と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

■
字
数

　

８
０
０
〜
１
，
２
０
０
字
以
内

■
締
切
り　

９
月
５
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
税
務
署

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
８
３
０

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

・
固
定
資
産
税
第
２
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期

・
介
護
保
険
料
第
１
期

【
納
期
限
７
月
31
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　

毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し

て
行
わ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
法
務

省
主
唱
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

昭
和
26
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年

で
64
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
テ
レ
ビ
放

映
に
よ
る
広
報
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
明
る
い
町
づ
く
り

に
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
１
）

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　　

県
内
の
全
年
金
事
務
所
に
お

い
て
第
２
土
曜
日
の
年
金
相
談

が
「
完
全
予
約
制
」
と
な
り
ま

す
。
平
成
26
年
７
月
以
降
は
、

原
則
予
約
さ
れ
た
お
客
様
の
み

の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
の
際
は
川
内
年
金
事
務
所

☎
（
22
）
５
２
７
６
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

　

平
日
の
年
金
相
談
に
お
い
て

も
、
年
金
相
談
の
ご
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

「
所
得
が
少
な
い
」
「
会
社
を

退
職
し
た
」
等
の
理
由
で
経
済

的
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
免
除
制
度
が
ご
利
用
で

き
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
の
承
認
は
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
所
得
に

よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
の
継
続
申
請
で
な
い
方
や
平

成
26
年
６
月
ま
で
一
部
免
除
の

承
認
を
受
け
て
い
る
方
で
、
平

成
26
年
度
分
（
平
成
26
年
７
月

〜
平
成
27
年
６
月
）
の
免
除
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
免
除
の

申
請
が
必
要
で
す
。
役
場
本
庁

町
民
係
・
両
支
所
町
民
福
祉
係
、

川
内
年
金
事
務
所
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
11
生
）
健
診

　

７
月
16
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
11
生
）
育
児
相
談

　

７
月
18
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
23
．
５
生
）
健
診

　

７
月
23
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

８
月
１
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
３
生
）
健
診

　

８
月
６
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
４
生
）
歯
科
健
診

　

８
月
７
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

・
７
月
28
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
８
月
11
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布　

　

７
月
16
日
（
水
）　
　
　
　

　

７
月
23
日
（
水
）

　

８
月
７
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

８
月
５
日
（
火
）

　

８
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
さ
つ
ま
町
役
場
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

８
月
22
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

　
（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
「
平

成
26
年
７
月
31
日
」
ま
で
で
す
。

■
更
新
方
法

　

原
則
と
し
て
、
簡
易
書
留
郵

便
で
住
民
票
の
住
所
地
に
お
送

り
し
ま
す
。
（
短
期
被
保
険
者

証
世
帯
は
役
場
窓
口
で
の
更
新

と
な
り
ま
す
。
）

■
発
送
時
期　

７
月
中
旬
頃

■
保
険
証
が
届
い
た
ら
確
認
を

・
保
険
証
の
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
に
誤
り
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

・
保
険
証
は
「
一
人
に
一
枚
」

で
す
。
加
入
者
分
が
す
べ
て
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
か
？

・
誤
記
・
誤
配
が
あ
り
ま
し
た

ら
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
点

・
保
険
証
は
、
世
帯
主
様
あ
て

に
ご
家
族
の
分
を
ま
と
め
て
お

送
り
し
ま
す
。

・
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

８
月
１
日
以
降
、
各
自
で
細
か

く
裁
断
し
、
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

保
険
係

　

（
内
線
２
１
４
１
）

■
期
日
　

　

８
月
３
日
（
日
）
本
祭

■
場
所

　

宮
之
城
屋
地
・
虎
居
地
区
商

店
街
の
国
道
３
２
８
号
線

■
内
容　

　

手
踊
り
・
五
ッ
太
鼓
・
花
火

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

商
工
観
光
課
で
は
、
手
踊
り

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
公
民
会

な
ど
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

■
申
込
締
切　

　

７
月
11
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

・
さ
つ
ま
町
「
夏
祭
り
」
実
行

委
員
会
事
務
局
（
さ
つ
ま
町
商

工
会
）
☎
（
53
）
１
１
４
１

・
商
工
観
光
課　

　

（
内
線
２
３
３
２
）

　　

ひ
と
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
時

　

８
月
24
日
（
日
）

　

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会

　

小
雨
決
行　

荒
天
中
止

　

受　
　

付　

８
時
30
分
〜

　

開
会
式　

９
時
30
分
〜

　

競
技
開
始　

10
時
〜

■
場
所

　

川
内
川
神
子
橋
付
近
の
特
設
会
場

■
申
込
書

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
参
加
料

　

１
チ
ー
ム
あ
た
り
１
万
円　

（
※
小
学
生
・
中
学
生
の
部
は

無
料
）

■
申
込
先　

　

さ
つ
ま
町
商
工
会 

鶴
田
支
所

　

☎
（
59
）
２
１
１
３

■
申
込
締
切

　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
先
着
90
チ
ー
ム
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

前
日
祭
と
し
て
８
月
23
日

（
土
）に
神
子
区
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨年の夏まつりの様子

年間負担
限 度 額

変更後
（平成26・27年度）

57万円

内訳

均等割額

所得割率

変更前
（平成24・25年度）

48,500円

9.32%9.05%

55万円

51,500円

表１　後期高齢者医療保険料率の改定内容



平
成
26
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
案
内

火あそびはぜったいにダメ！

広　告

広　告広　告
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点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2014/７月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

里
の
便
り
「
広
報
さ
つ
ま
」
を

楽
し
み
に
愛
読
し
て
い
る
84
歳

の
老
女
で
す
。

　

15
年
位
前
か
ら
毎
年
一
回
は
必
ず
さ

つ
ま
町
へ
行
き
ま
す
。
盈
進
校
の
ク
ス

ノ
キ
と
せ
ん
だ
ん
の
木
は
必
ず
見
に
行

き
ま
す
。
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
勇
ま
し

さ
に
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
り
ま
す
。
当

時
、
二
千
人
と
言
わ
れ
た
生
徒
の
一
人

で
す
。
入
学
は
昭
和
11
年
４
月
、
盈
進

校
の
東
隣
り
、
当
時
は
「
屋
地
く
ら

ぶ
」
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、
旧
古
木

家
の
敷
地
で
あ
っ
た
所
で
、
築
庭
の

段
々
の
芝
生
に
55
名
、
崎
山
太
平
先
生

と
共
に
一
年
(に)
組
の
入
学
記
念
写
真
を

写
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
古
木
鐵
太

郎
生
誕
の
地
で
す
。

　

今
年
は
鹿
児
島
近
代
文
学
館
に
「
鐵

太
郎
没
後
60
年
記
念
展
」
に
行
き
ま
し

た
。
国
を
代
表
す
る
私
小
説
家
、
さ
つ

ま
町　

鐵
太
郎
の
巨
大
な
写
真
が
正
面

に
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
誇
ら
し
く
思
い

ま
し
た
。
「
郷
愁
の
文
学
者
」
と
言
わ

れ
る
小
説
は
、
私
た
ち
の
子
供
の
頃
の

「
さ
つ
ま
町
」
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
年
中

行
事
等
々
、
地
名
も
言
葉
遣
い
も
そ
の

ま
ま
に
〝
消
え
て
し
ま
っ
た
大
正
・
昭

和
の
暮
ら
し
〞
が
現
れ
て
来
る
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
盈
進
校
が
火
災
で

焼
け
た
様
子
。
宮
之
城
鉄
道
の
な
か
っ

た
時
代
、
鉄
道
が
出
来
た
こ
と
。
お
正

月
も
六
月
燈
も
綱
引
き
等
も
盛
大
に
行

わ
れ
て
い
た
様
子
。
幼
い
子
供
の
足
で

歩
い
て
、
平
川
の
お
ば
さ
ん
の
家
ま
で

行
っ
た
日
。
高
齢
者
に
は
懐
か
し
い
事

が
た
く
さ
ん
‼
座
右
に
お
い
て
繰
り
返

し
読
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
も
三
町
ま
る
め
て
発
展
し
、

役
場
も
勉
強
の
で
き
る
施
設
も
整
っ
て

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
懐
か
し
い
森
や
石
垣
、
小
さ

な
「
ガ
ネ
」
が
獲
れ
た
清
流
の
「
み

ぞ
」
も
見
ら
れ
な
い
。
私
は
よ
く
神
社

を
ま
わ
り
拝
み
ま
す
。
石
段
を
の
ぼ
り

昔
の
集
落
の
花
見
等
を
思
い
出
し
ま
す
。

屋
地
に
旅
館
の
な
い
の
が
大
き
な
悩
み

で
す
。
ま
す
ま
す
の
町
の
発
展
を
祈
り

ま
す
。

（
よ
こ
は
ま
の
お
ば
あ
さ
ん　

84
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

毎
年
さ
つ
ま
町
へ
お
越
し
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
便
り
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
当
時
の
風
景
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。
今
後
と
も

さ
つ
ま
町
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
（
秘
書
広
報
係　
　

）

36
回
東
京
宮
之
城
会
は
、
４
月

27
日
に
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
の
吉

祥
寺
東
急
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

予
想
を
超
え
る
75
名
（
来
賓
含
む
）

の
参
加
者
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

　

総
会
の
あ
と
、
懇
親
会
に
移
り
舞
踊

や
郷
土
出
身
歌
手
の
歌
謡
曲
が
花
を
添

え
、
一
気
に
さ
つ
ま
ム
ー
ド
に
…
。

　

焼
酎
や
さ
つ
ま
揚
げ
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
懐
か
し
い
出
会
い
に
カ
ラ
イ

モ
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

は
、
毎
回
好
評
の
く
じ
引
き
抽
選
会
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
東
京
宮
之
城
会
は
、
関

東
さ
つ
ま
会
開
催
の
翌
年
に
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
参
加
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
宮
里
貢　

男
性
）

　
　
　
　
　
　
　
★

　

懐
か
し
い
味
や
言
葉
で
盛
り
上
が
っ

た
懇
親
会
。
故
郷
っ
て
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

※

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

お墓のリフォーム

墓石・納骨堂　解体・撤去

銘碑の彫り込み

墓石 納 骨 堂

鳥　居　通

郷

第

花

花

　　　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
事
故
等
に

備
え
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

■
加
入
対
象
者

　

ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活
動
を

行
う
５
人
以
上
の
団
体

■
保
険
料

　

年
額
１
人
当
た
り
８
０
０
円
〜

（
団
体
活
動
の
内
容
や
年
齢
に
よ

り
掛
金
が
異
な
り
ま
す
）

■
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

（
内
線
２
５
３
４
）

診療科
内　科 神 野

益 崎

本 坊

大塚

本 坊

大塚
（内視鏡）

大塚
（内視鏡）

海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 馬ノ段林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

益 崎 益 崎

福 岡
大塚

早 川
倉 元

堀之内
(第2・第4)

吉松
(原則 第2・4)

大塚
(第2・第4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
大学

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土
薩摩郡医師会病院診療案内 (Ｈ26.4.1～)

 ※50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が3,150円で、受診
　できます。（要予約）　　担当：外川内(℡：0996-53-0326)

火遊び・

　花火による
火遊び・

　花火による
火遊び・

　花火による
　子どもたちにとっての夏の身近な風物詩「おもちゃ花火」

　しかし、おもちゃといっても火薬をつかった立派な「危険

物」です。決まりを守らないと火事になったり、やけどをする

など、せっかくの楽しみが台無しになってしまいます。

　花火を楽しく、安全に楽しむために次の点に注意しましょう。

　また、夏休み期間中は、子どもたちが

家の中や外で遊ぶ機会が多くなります。

　そんなときに火災が起こると、真っ先

に危険にさらされるのは子どもたちです。

火遊びなどで「まさか」ということにな

らないためにも、夏休み前に家庭での火

の取扱いと、火災の恐ろしさについて話

し合ってください。

■ 広くて安全な場所を選ぶ！

■ 水バケツできちんと消火する！

■ 子どもたちだけで絶対に花火をさせない！

火災の防止火災の防止

５
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    73件

　運んだ人      72人

◆内 訳

　急　　病 42件 41人

　交通事故  5件  5人

　そ の 他 26件 26人

◆発生件数　　1件

　内訳　その他1件

こ   

き  

て
つ
た

ろ
う



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２５年７月１日生

ちゃん川﨑 智陽

両親から一言

父　俊　一 さん

母　沙　織 さん

か わ さ き と も は る

五日町公民会

元気にすくすく

　　 育ってね！！

見
本
見
本

中
間
あ
ん
り 

　
　
勝
之
　
上
平
川

池
岡
ひ
か
り
　
　 

啓
一
　
船
木
東

母
ケ
野
美
佳
　 

　
正
一
　
上
平
川

愛
甲
　
紫
陽
　
　 

慧
　
　
川
原
町

中
囿
　
佑
哉
　
　 

了
俊
　
中
央

財
部
　
聖
華
　
　 

聖
崇
　
中
央

水
流
　
菫
　
　
　 

茂
雄
　
上
向
中

森
下
あ
か
り
　
　 

正
幸
　
西
手

海
江
田
咲
希
　
　 

英
樹
　
鶴
田
南

８月号へお便りをお寄せく
ださった方の中から、３人
にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちし
ております♪

読者
さつま町商工会

を差し上げます！
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５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
９
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

友
好
交
流

きりとり線

【応募締切】

７月15日(火)消印有効

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

プレゼント

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原　

純
夫

・
さ
つ
ま
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

　

友
好
交
流
町
の
青
森
県
鶴
田
町
か
ら
、

中
野
町
長
は
じ
め
、
出
町
議
長
、
鶴
田

と
さ
つ
ま
の
会
、
鶴
凧
の
会
の
会
員
、

そ
し
て
鶴
田
町
民
の
皆
様
一
行
55
名
の

方
々
が
、
さ
つ
ま
町
の
一
大
観
光
資
源

「
ホ
タ
ル
舟
」
の
乗
船
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
予
定
の
日
が
あ
い
に
く

の
雨
の
予
報
だ
っ
た
た
め
、
急
遽
前
日

に
繰
り
上
げ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

運
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
奥
薩
摩
の
ホ

タ
ル
を
守
る
会
の
皆
様
が
快
く
応
じ
て

い
た
だ
き
、
又
あ
た
た
か
い
お
も
て
な

し
に
よ
っ
て
、
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
と
と
も

に
大
い
に
感
動
の
面
持
ち
で
お
帰
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、
佐
志
小
学
校
児
童
と
の
鶴

凧
の
交
流
、
町
内
施
設
の
見
学
、
こ
れ

ま
で
鶴
田
町
を
訪
問
さ
れ
た
町
民
の
皆

様
や
関
係
者
と
の
交
流
の
機
会
な
ど
も

あ
り
、
一
層
お
互
い
の
絆
が
深
ま
っ
た

感
じ
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
ま
で
、
人

的
交
流
は
も
と
よ
り
、
農
産
物
、
特
産

品
等
の
経
済
交
流
も
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
今
回
、
地
元
焼
酎
醸
造
元
と

鶴
田
町
の
特
産
品
「
ぶ
ど
う
ス
チ
ュ
ー

ベ
ン
」
が
コ
ラ
ボ
し
た
新
た
な
商
品

「
葡
萄
の
お
酒filer

（
フ
ィ
レ
ー
ル
）」

が
完
成
し
、
６
月
27
日
、
東
京
に
お
い

て
両
町
長
一
緒
に
マ
ス
コ
ミ
へ
紹
介
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

甘
く
て
お
い
し
い
酒
で
、
広
く
利
用

さ
れ
て
地
域
経
済
振
興
の
一
助
に
な
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
子
ど
も
達
の
交
流
ま
で
発

展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
気
象
、
風
土
、

文
化
を
体
験
す
る
機
会
が
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

商品券(500円分)
商品券(500円分)

１
日

　
　

２
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　
18
日

    

19
日

　
　

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　
31
日

（
木
）

（
金
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

職
員
朝
会　

▽
日
本
特
殊
陶
業
㈱
鹿
児
島
宮
之
城
工
場　

操
業
40
周
年
記
念
祝
賀
会

異
業
種
交
流
会

農
民
政
治
連
盟
さ
つ
ま
支
部
通
常
総
会

町
議
会
全
員
協
議
会
（
学
校
再
編
ほ
か
）

永
野
地
区
む
ら
づ
く
り
意
見
交
換
会　

▽
鹿
児
島
市
役
所
来
庁
協
議　

県
観
光
連
盟
平
成
26
年
度
監
査
（
鹿
児
島
市
）　

▽
教
育
委
員
辞
令
交
付

さ
つ
ま
町
観
光
特
産
品
協
会
総
会

さ
つ
ま
町
公
民
館
対
抗
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

職
員
朝
会　

▽
地
域
高
規
格
道
路　

北
薩
横
断
道
路
広
瀬
道
路
着
工
式

さ
つ
ま
地
区
防
犯
協
会
理
事
会　

▽
南
日
本
政
経
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

認
定
農
業
者
認
定
書
交
付
式　

▽
さ
つ
ま
町
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
総
会　

▽
入
札
（
水
道
事
業
）

県
下
一
周
・
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
川
薩
地
区
運
営
委
員
会
（
薩
摩
川
内
市
）

全
国
水
源
林
造
林
協
議
会
連
合
会
通
常
総
会　

▽
九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議

会
役
員
会
（
〜
15
日
ま
で　

東
京
都
）

課
長
会　

▽
６
月
補
正
予
算
町
長
査
定　

▽
さ
つ
ま
町
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
総
会

フ
ォ
ー
ビ
ス
テ
ク
ノ
㈱
防
犯
灯
受
贈
式　

▽
第
10
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
反
省
検
討
会

二
渡
ホ
タ
ル
舟
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

第
６
回
さ
つ
ま
町
文
化
祭

職
員
朝
会　

▽
来
客
対
応
（
Ｆ
Ｍ
さ
つ
ま
川
内
）　

農
地
中
間
管
理
機
構
・
農
地
集
積
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁
・
意
見
交
換

川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
理
事
会　

▽
青
森
県
鶴
田
町
（
鶴
の
架
け
橋
）
交
流
事
業
（
〜
21
日
ま
で
）

川
内
川
下
流
改
修
促
進
期
成
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

鹿
児
島
県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
総
会
（
鹿
児
島
市
）

県
消
防
協
会
薩
摩
支
部
定
期
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

青
森
県
鶴
田
町
一
行
見
送
り　

▽
来
客
対
応
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店
長
ほ
か
）

さ
つ
ま
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会　

▽
川
内
支
局
管
内
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
協
議
会
総
会
・
意
見
交
換
会

九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
（
〜
23
日
ま
で　

長
崎
県
）

町
内
一
斉
防
災
訓
練　

▽
柊
野
区
・
柊
野
小
ふ
る
さ
と
大
運
動
会

中
央
分
団
管
轄
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
会　

▽
春
の
叙
勲
伝
達
式

さ
つ
ま
地
区
防
犯
協
会
定
期
総
会　

▽
虎
居
地
区
被
災
者
協
議
会
解
散
式

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
総
会
・
九
州
国
道
協
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
理
事
会
・
総
会
〜
国
会
議
員
要
望
活
動
（
東
京
都
）

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
会
・
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

さ
つ
ま
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

町長の動静 （平成26年５月）

建
設
課　

土
木
係　
　

泉　

 

智  

広

土
木
工
事
に
関
す
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

No．33さつま町よかとこファイル
　

さ
つ
ま
町
に
は
大
き
な
た
め
池

が
17
あ
り
ま
す
が
、
船
木
地
区
に

は
そ
の
う
ち
４
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
の
地
区
に
４
つ
も
た
め
池
が
あ

る
の
は
町
内
で
は
船
木
地
区
だ
け

で
す
。

　

た
め
池
の
水
は
地
区
内
を
流
れ

る
五
反
田
川
を
伝
っ
て
船
木
地
区

の
水
田
を
潤
し
ま
す
。

　

五
反
田
川
の
上
流
よ
り
『
早
谷

池
』（
し
ょ
た
い
の
い
け
）
、『
腰
ヶ

中
池
』
（
こ
し
が
な
か
い
け
）
、

『
小
松
原
池
』（
こ
ま
つ
ば
ら
い

け
）
、『
栗
山
池
』（
く
り
や
ま
い

け
）
と
あ
り
、
早
谷
池
は
五
反
田
川

の
起
点
と
な
る
池
で
も
あ
り
ま
す
。

　

築
造
年
ご
と
に
腰
ヶ
中
池
（
１

８
２
５
年
・
江
戸
時
代
）
、
早
谷

池
（
１
８
６
７
年
・
江
戸
時
代
）
、

栗
山
池
（
１
９
１
９
年
・
大
正
時

代
）
、
小
松
原
池
（
１
９
３
５

年
・
昭
和
時
代
）
と
な
っ
て
お
り
、

古
く
は
１
８
９
年
前
か
ら
農
業
用

水
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

各
た
め
池
は
平
成
の
時
代
に
入

っ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
、

腰
ヶ
中
池
が
昨
年
度
に
整
備
が
完

了
し
、
４
つ
の
た
め
池
全
て
の
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
船
木
地
区
の
水
甕
と
し

て
、
地
域
の
水
田
を
潤
し
続
け
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

小松原池

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
24
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

淵
脇
ス
ミ
子
　
74
　
広
橋

生
　
　
千
　
　
69
　
湯
田
中

大
田
　
弘
　
　
59
　
麓

　
村
由
美
子
　
56
　
時
吉
中
城

北
野
　
昌
代
　
69
　
愛
宕

梅
樹
　
達
哉
　
67
　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

下
麦
タ
ヅ
エ
　
95
　
二
渡
町

河
内
　
寛
　
　
76
　
大
願
寺

中
間
　
莊
次
　
69
　
上
平
川

山
本
　
正
行
　
87
　
大
薄
上

下
薗
　
正
美
　
77
　
上
向
中

八
田
　
サ
チ
　
95
　
東
町

新
屋
敷
シ
ヅ
ヱ
　
86
　
下
狩
宿

山
口
　
ヱ
イ
　
91
　
山
崎
麓

福
留
　
義
和
　
60
　
小
路
下
手

木
場
　
満
雄
　
72
　
柊
野
上
向
江

藤
原
　
輝
雄
　
80
　
中
央

中
王
子
ユ
キ
　
95
　
紫
尾
上

牧
田
　
正
道
　
88
　
城
内

中
原
　
健
一
　
72
　
城
之
口

井
上
　
近
　
　
84
　
紫
尾
下

原
　
シ
ノ
ブ
　
85
　
北
原

川
畑
　
ト
シ
　
91
　
船
木
東

福
留
　
義
盛
　
94
　
小
路
下
手

女

な
か
ぞ
の

ゆ

う

や

あ
い
こ
う

し

は

る

た
か
ら
べ

こ

は

な

つ

る

す
み
れ

も
り
し
た

か

い

え

だ

さ

き

ほ

が

の

み

か

い
け
お
か

な

か

ま

女男女女女 女女 女

船
木
地
区
の

た
め
池

た
め
池

た
め
池

※「宮之城町史」参照

早谷池

み
ず
が
め
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務
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０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
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平
成

2
６
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７
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３
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
４

２
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

内村 健志郎
う ち む ら け ん し ろ う

さん
白男川小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,781人（ -14人） 

　男　　10,560人（　-5人）

　女　　12,221人（  -9人）

    世帯数　9,762世帯

 転入    38人　転出　  44人

 出生　  15人　死亡    23人

 （平成26年６月１日現在）

     （　）は前月対比

夢は東京オリンピック出場
　ぼくの父は、今もバレーボールを続けています。父たちが一
つのボールをつないで点を入れ喜んでいる姿がとてもかっこよ
く、ぼくはバレーが大好きになりました。そして、今、平川ス
ポーツ少年団に入って練習しています。
　バレー選手は楽しくプレーするだけではなく、大会で勝つこ
とも大切です。父のようにアタックもレシーブもできるように
なり、2020年日本で開催される東京オリンピック選手に選ばれ
るよう、これからも一生懸命練習していきます。そして、いつ
も応援してくれている家族や地域の人たちを喜ばせたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

７　月

８　月

７　月

８　月

13日

20日

21日

27日

3日

10日

薩摩郡医師会病院

立志病院

海江田医院

稲津病院

木原医院

薩摩郡医師会病院

５３－０３２６

５５－９１１９

５３－０００６

５２－３３５５

５２－２７００

５３－０３２６

13日

20日

21日

27日

3日

10日

青空薬局

フタヤ薬局

タバタ薬局

やまだ薬局

みやんじょ薬局

青空薬局

５２－０１０１

５９－２０３３

２１－３３４４

５２－４５８５

５２－４６５０

５２－０１０１

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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